
金星に近づく細い月 

３月２４日に外合を迎
むか

えた金星が「宵
よい

の明星」として夕方の空で見え始めました。太陽と

の距離
き ょ り

がまだまだ近く日没
にちぼつ

後の低
ひく

い空で輝
かがや

きすぐに沈
しず

んでしまいます。 

６月１２日にはその金星のすぐそばに

月齢
げつれい

２の細い三日月がやってきます。周
まわ

りが暗くなってくる午後８時頃
ころ

には地平

線から５度の高さとずいぶん低いところ

に見えます。 

この時、月は東側
ひがしがわ

が大きくかけた細

い三日月型
がた

に見えますが、金星を

望遠鏡
ぼうえんきょう

で見てみると、東側が少しだけかけた太った満月
まんげつ

近くの状態
じょうたい

に見えます。同じように

太陽の光を受けたところが輝
かがや

いていて、ほぼ同じような場所に見えるのに輝いて見える場

所が大きく違
ちが

うのはなぜでしょうか。それは実際
じっさい

の太陽との位置に関係
かんけい

します。みなさんご

存知
ぞ ん じ

の通り、月は地球の周りをまわっています

が、金星は地球と同じように太陽の周りをま

わっています。今回地球から見て、月は当然
とうぜん

太

陽の手前にあり地球には光が当たったところ

が少なく見えていますが、金星は太陽の向こ

う側
がわ

にあり、光に当たった部分が大きく見えて

いるのです。 

 （解説員
かいせついん

：疋田
ひ き た

 純之
あ つ し

） 

６月１２日２０：００頃の月と金星（足立区から） 

６月１２日の地球、月、金星の位置関係 

（これは模式図で大きさ、距離を強調しています） 


